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吉
田
町
は
、
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
鹿
児
島
元

標
よ
り
北
一
六
・
一
㌔
㍍
の
地
点
に
あ
っ
て
、
鹿
児
島
郡
に
属
し

て
い
る
。
南
は
鹿
児
島
市
に
、
西
は
日
置
郡
郡
山
町
に
、
北
は
姶

良
郡
蒲
生
町
に
、
東
は
姶
良
郡
姶
良
町
に
接
し
、
海
岸
線
を
も
た

な
い
内
陸
部
の
町
で
あ
る
。 

第
一
節 

位   

置 
第
一
章 

位
置
・
面
積 

県
都
鹿
児
島
市
の
中
心
部
か
ら
南
国
バ
ス
利
用
で
約
四
十
分
の

距
離
に
あ
り
、
吉
田
町
役
場
は
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
本

城
一
一
九
六
番
地
で
あ
る
。 

   

総 

面 

積 
 
 

五
四
・
七
九
平
方

㌔
㍍

東
西
の
長
さ

 
 
 

四
・
九
五
㌔
㍍

南
北
の
長
さ

 
 
 

八
・
七
二
㌔
㍍

※上記は各学校付 

近の大体の標高で 

ある。 

第
二
節 

 

面 

積 
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盟
主
と
し
た
諸
連
峰
が
そ
び
え
、
こ
れ
ら
の
諸
峰
を
源
と
し
て
、

思
川
や
思
川
水
系
本
名
川
（
女
山
川
）
、
棈
木
川
（
稲
荷
川
）
な

ど
の
河
川
が
山
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
流
れ
鹿
児
島
湾
に
注
い
で

い
る
。 

本
町
の
自
然
環
境
を
概
観
す
る
と
、
平
担
地
二
七
％
、
山
間
お

よ
び
傾
斜
地
が
約
七
三
％
を
占
め
、
そ
の
た
め
地
形
的
な
制
約
を

受
け
る
面
が
多
い
。 

 

一
、
北
部
の
地
形 

北
部
の
東
佐
多
浦
、
西
佐
多
浦
地
域
は
、
低
地
（
海
抜
約
一
五

㍍
の
沖
積
平
野
）
と
、
あ
ま
り
広
く
な
い
台
地
が
交
錯
し
て
お
り
、

沖
積
平
野
の
幅
は
○
・
五
㌔
㍍
か
ら
二
㌔
㍍
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
こ

の
中
心
を
思
川
が
西
か
ら
東
へ
流
れ
て
お
り
、
姶
艮
町
側
に
向
か
っ

て
開
け
た
、
町
内
で
は
最
も
広
い
水
田
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。

 

二
、
南
部
の
地
形 

本
城
・
本
名
・
宮
之
浦
地
域
は
、
吉
田
町
の
中
南
部
に
属
し
、

四
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
そ
の
谷
あ
い
に
発
達
し
た
集
落
が
多
い
。

町
内
の
南
部
と
北
部
は
、
こ
の
山
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
よ
う
な

地
形
で
あ
り
、
南
北
の
交
流
に
支
障
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

東
は
赤
崩

あ
か
ぐ
え

（
五
七
九
㍍
）
か
ら
牟
礼
ケ
岡
（
五
五
二･

三
㍍
）

に
至
る
連
峰
、
西
は
花
尾
山
（
五
四
〇･

四
㍍
）
・
三
重
嶽

み

え

だ

け

（
四

     

吉
田
町
は
、
南
北
の
方
向
に
長
く
長
方
形
に
近
い
形
を
し
て
お

り
、
東
は
赤
崩

あ
か
ぐ
え

（
五
七
九
㍍
）
を
盟
主
と
す
る
赤
崩

あ
か
ぐ
え

火
山
峰
で
西

に
は
花
尾
山
（
五
四
〇･
四
㍍
）
お
よ
び
雄
岳
（
四
三
八
㍍
）
を

第
一
節 

地 

勢 
第
二
章 

地
勢
・
地
質 
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八
六
・
四
㍍
）
・
丸
岡
（
三
一
二
・
五
㍍
）
の
諸
峰
が
そ
び
え
、

こ
れ
ら
の
諸
峰
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
大
原
台
地
（
シ
ラ
ス
台
地
）

が
形
成
さ
れ
、
畑
地
帯
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
は
宅
地

造
成
が
次
々
に
行
わ
れ
、
地
形
的
な
変
化
を
生
じ
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
前
記
諸
峰
を
源
に
し
て
、
本
名
川
（
本
城
川
）
、
棈
木
川
の

上
流
の
倉
谷
川
・
牟
礼
谷
川
な
ど
の
渓
流
が
山
間
を
縫
っ
て
流
れ
、

そ
の
流
域
に
は
小
規
模
な
盆
地
が
開
け
、
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。 

本
名
か
ら
本
城
へ
流
れ
る
思
川
水
系
の
本
名
川
（
本
城
川
）
は

花
尾
神
社
か
ら
約
一
〇
〇
㍍
下
流
付
近
で
、
落
差
二
〇
㍍
ぐ
ら
い

の
滝
（
六
間
滝
）
を
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
落
差
を
利
用
し
て
高

附
発
電
所
が
で
き
て
い
る
。 

そ
の
下
流
は
女
山
川
と
な
り
、
本
町
と
姶
良
町
の
境
に
沿
っ
て

流
れ
下
り
、
東
佐
多
浦
で
北
部
を
流
れ
る
思
川
の
本
流
に
合
流
し
、

や
が
て
錦
江
湾
に
注
い
で
い
る
。 

倉
谷
川
、
牟
礼
谷
川
は
流
れ
下
っ
て
棈
木
川
と
な
り
、
そ
の
下

流
は
稲
荷
川
と
な
っ
て
、
や
が
て
錦
江
湾
に
注
い
で
い
る
。 

第
二
節 

地 

質 

吉
田
町
は
、
標
高
五
四
〇
㍍
の
花
尾
山
・
四
三
八
㍍
の
雄
岳
・

四
八
六
㍍
の
三
重
岳
等
の
山
稜
が
北
西
部
か
ら
南
西
部
に
か
け
て
、

ま
た
、
標
高
五
五
二
㍍
の
牟
礼
ケ
岡
・
五
七
九
㍍
の
赤
崩
を
中
心

と
し
た
山
稜
が
北
東
部
か
ら
南
東
部
に
か
け
て
分
布
し
、
そ
れ
ぞ

れ
急
峻
な
地
形
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
稜
に
囲
ま
れ
た

地
域
に
は
台
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
南
部
の
台
地
は
、
牟
礼
ケ
岡

を
水
源
地
と
す
る
棈
木
川
に
、
中
央
部
の
台
地
は
花
尾
山
、
三
重

岳
を
水
源
地
と
す
る
本
名
川
に
、
北
部
の
台
地
は
雄
岳
を
水
源
地

と
す
る
思
川
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
て
い
る
。 

本
地
域
は
鮮
新
世
か
ら
完
新
世
に
い
た
る
堆
積
物
お
よ
び
火
山

岩
類
が
分
布
し
て
い
る
。
北
西
部
は
、
緑
色
の
凝
灰
角
レ
キ
岩
を

含
む
永
野
層
下
部
層

が
宇
都
谷
～
都
迫
間

と
溝
口
～
諸
木

も
ろ
き

間
に

分
布
し
て
い
る
。
こ

の
層
は
本
地
域
の
最

下
位
を
形
成
し
て
お

り
、
淡
水
性
の
珪
藻

化
石
を
産
出
す
る
凝

灰
質
砂
岩
・
シ
ル
ト

岩
よ
り
な
る
。

 

同
じ
く
凝
灰
質
砂

岩
・
シ
ル
ト
岩
よ
り

な
る
永
野
層
下
部
層

が
三
重
岳
・
花
尾
山
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周
辺
部
に
広
く
分
布
す
る
。
こ
の
層
の
堆
積
時
に
、
花
尾
山
、
三

重
岳
を
形
成
し
て
い
る
花
尾
安
山
岩
類
が
貫
入
、
噴
出
し
て
い
る
。

こ
の
安
山
岩
類
を
不
整
合
に
覆
っ
て
永
野
層
上
部
層
が
堆
積
し
て

い
る
。
こ
の
層
の
堆
積
時
に
北
部
の
雄
岳
、
高
峰
、
西
部
の
花
尾

山
、
南
部
の
丸
岡
な
ど
を
形
成
し
て
い
る
花
尾
流
紋
岩
類
が
貫
入
、

噴
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
地
域
の
東
部
で
は
永
野
層
下
部
層
を

不
整
合
に
赤
崩
・
牟
礼
ケ
岡
を
形
成
す
る
先
加
治 

木
安
山
岩
類
が
覆
っ
て
い
る
。 

本
地
域
北
東
部
に
は
、
更
新
世
前
期
の
国
分
層 

群
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
国
分
層
群
は
加
治
木 

層
・
鍋
倉
火
砕
流
堆
積
物
・
蒲
生
層
・
小
田
火
砕 

流
堆
積
物
・
隼
人
層
よ
り
な
る
汽
水
か
ら
淡
水
の 

内
湾
性
の
堆
積
物
で
あ
る
。
本
層
群
に
は
大
型
植 

物
、
貝
類
、
有
孔
虫
類
、
小
型
魚
類
な
ど
の
化
石 

を
含
む
。
片
子
山
や
觸
田
下
付
近
で
は
、
蒲
生
層 

堆
積
時
に
局
地
的
に
貫
入
・
噴
出
し
た
湯
湾
岳
安 

山
岩
が
分
布
し
て
い
る
。
今
か
ら
二
十
万
年
よ
り 

古
い
更
新
世
中
ご
ろ
ホ
オ
ジ
ロ
ザ
メ
な
ど
が
住
む 

暖
か
い
海
の
時
代
に
吉
田
貝
層
が
堆
積
し
た
。
現 

在
局
地
的
に
分
布
す
る
本
層
か
ら
は
、
有
孔
虫
類
、 

海
棲
の
貝
類
・
大
型
魚
類
・
サ
ン
ゴ
・
大
型
脊
椎 

動
物
な
ど
の
化
石
を
多
産
す
る
。 

こ
れ
ら
の
層
を
県
北
の
加
久
藤
カ
ル
デ
ラ
の
噴
出
物
で
あ
る
加

久
藤
火
砕
流
堆
積
物
が
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
火
砕
流
堆
積
物
は
溶

結
し
て
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
て
い
る
。 

十
数
万
年
前
、
寒
流
の
流
れ
る
寒
い
時
代
、
本
地
域
北
東
部
に

分
布
す
る
五
反
田
層
が
堆
積
し
た
。
本
層
は
淘
汰
の
悪
い
角
レ
キ

や
円
レ
キ
を
多
く
含
む
デ
ル
タ
（
三
角
洲
）
堆
積
物
で
あ
る
。
次
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に
、
南
の
指
宿
地
方
に
あ
る
阿
多
カ
ル
デ
ラ
の
噴
出
物
が
不
整
合

に
覆
っ
て
い
る
。
本
層
は
蒲
生
火
砕
流
堆
積
物
と
呼
ば
れ
て
い
る

黒
っ
ぽ
い
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
不
整
合
に
覆
っ
て
姶

良
カ
ル
デ
ラ
噴
出
物
の
大
隅
降
下
軽
石
層
、
妻
屋
火
砕
流
堆
積
物
、

入
戸
火
砕
流
堆
積
物
ま
で
の
一
連
の
堆
積
物
が
本
地
域
の
大
半
を

覆
っ
て
い
る
。
二
万
二
千
年
前
に
噴
出
し
た
こ
れ
ら
の
火
砕
流
堆

積
物
は
本
地
域
の
南
部
を
中
心
に
厚
く
堆
積
し
、
未
溶
結
で
一
般

に
シ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
シ
ラ
ス
台
地
を
覆
っ
て
桜
島

火
山
創
生
期
の
火
山
灰
（
サ
ツ
マ
）
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。
以

上
が
吉
田
町
を
構
成
す
る
地
層
や
岩
石
と
土
地
の
生
い
立
ち
の
あ

ら
ま
し
で
あ
る
。
（
巻
末
吉
田
町
地
質
図
参
照
） 

 

一
、
北
部
地
区 

㈠  

五
反
田
、
城
内
、
麓
付
近 

思
川
を
は
さ
ん
で
両
岸
の
地
質
は
似
か
よ
っ
て
い
る
。
国
分
層

群
の
地
層
や
岩
石
が
基
盤
岩
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
位
に
五
反

田
層
、
蒲
生
火
砕
流
堆
積
物
、
妻
屋
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
と
続
く
。

城
内
に
は
、
ク
レ
ン
ザ
ー
工
場
跡
に
大
露
頭
が
あ
る
。
こ
の
露

頭
は
、
国
分
層
群
の
隼
人
層
が
基
盤
に
あ
る
。
ク
レ
ン
ザ
ー
に
加

工
し
て
い
た
の
は
、
隼
人
層
の
上
部
の
麓
凝
灰
岩
で
あ
る
。
こ
の

地
層
は
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
均
質
な
火
山
ガ
ラ
ス
か
ら
で
き
て

い
て
、
無
層
理
で
一
般
に
ク
レ
ン
ザ
ー
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

露
頭
の
中
ほ
ど
に
白
色
の
ク
レ
ン
ザ
ー
層
を
不
整
合
に
覆
っ
て

大
き
な
角
レ
キ
、
拳
頭
大
の
円
レ
キ
、
砂
層
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
五
反
田
層
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
中
で
も
円
レ
キ
の
分
布
は

ひ
ろ
く
対
岸
の
麓
付
近
に
も
分
布
し
て
い
る
。
五
反
田
層
の
上
位

に
は
柱
状
節
理
が
発
達
し
て
い
て
、
黒
っ
ぽ
い
蒲
生
火
砕
流
堆
積

物
が
あ
る
。
本
層
は
軽
石
の
少
な
い
溶
結
凝
灰
岩
で
、
軽
く
、
石

材
と
し
て
も
加
工
さ
れ
て
い
た
。 

吉
田
小
学
校
裏
の
成
層
し
た
地
層
は
、
国
分
層
群
の
中
の
蒲
生

層
で
あ
る
。
約
二
五

㍍
の
層
厚
が
あ
り
、

岩
相
上
三
つ
の
部
分

に
わ
け
ら
れ
る
。
下

部
は
凝
灰
質
粗
粒
砂

層
お
よ
び
軽
石
層
か

ら
な
り
中
に
シ
ル
ト

レ
キ
を
含
む
。
中
部

は
砂
・
シ
ル
ト
互
層

が
発
達
し
、
こ
の
中

か
ら
は
ブ
ナ
、
ツ
ク

バ
ネ
カ
シ
、
カ
エ
デ

な
ど
の
植
物
化
石
を

多
産
す
る
。
上
部
は
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凝
灰
質
粗
粒
砂
層
に
な
っ
て
い
る
。
道
の 

奥
に
は
ク
レ
ン
ザ
ー
工
場
が
あ
る
。
こ
れ 

は
、
小
田
火
砕
流
堆
積
物
の
上
位
に
あ
る 

隼
人
層
の
麓
凝
灰
岩
を
ク
レ
ン
ザ
ー
に
稼 

行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
ク
レ 

ン
ザ
ー
層
は
城
内
の
大
露
頭
の
も
の
と
同 

じ
で
、
城
内
、
麓
付
近
の
鍵
層
と
な
っ
て 

い
る
。
本
層
の
上
位
に
は
五
反
田
層
、
妻 

屋
・
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
と
続
く
。 

㈡ 

桑
之
丸
、
西
中
、
鵜
ノ
木
付
近 

こ
の
付
近
は
、
麓
付
近
と
同
じ
く
、
国 

分
層
群
の
蒲
生
層
・
隼
人
層
が
基
盤
に
分 

布
し
て
い
る
が
、
五
反
田
層
の
露
頭
は
な 

く
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
有
名
な
吉
田
貝
層 

の
露
頭
が
散
在
す
る
。 

吉
田
貝
層
は
、
西
中
、
桑
之
丸
、
鵜
ノ 

木
に
お
い
て
海
抜
高
度
約
五
〇
㍍
の
丘
陵 

に
点
在
し
て
分
布
す
る
。
西
中
で
は
約
一 

〇
㍍
の
層
厚
が
あ
り
、
最
下
部
約
一
㍍
に 

は
、
中
レ
キ
大
の
安
山
岩
円
レ
キ
な
ど
か 

ら
な
る
基
底
レ
キ
岩
が
あ
る
。
こ
の
レ
キ 

層
か
ら
湧
水
が
あ
り
、
参
勤
交
代
途
上
の 
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殿
様
が
飲
用
し
た
こ
と
か
ら
殿
様
の
水
と
よ
ば
れ
た
。
そ
の
上
約

七
～
八
㍍
は
、
フ
ジ
ツ
ボ
の
遺
骸
が
密
集
し
た
、
い
わ
ゆ
る
〈
貝

殻
砂
層
〉
か
ら
な
る
。
こ
の
上
位
は
、
黄
色
軽
石
層
な
ら
び
に
妻

屋
火
砕
流
堆
積
物
に
覆
わ
れ
て
い
る
。 

吉
田
貝
層
か
ら
、
矢
部
・
細
井
（
一
九
四
一
）
に
識
別
さ
れ
た

貝
化
石
は
、
二
枚
貝
三
九
種
、
掘
足
類
二
種
、
腹
足
類
七
七
種
に

お
よ
び
そ
の
主
な
も
の
は
、
ハ
ン
ザ
ワ
チ
ョ
ウ
チ
ン
、
キ
ラ
ラ
ガ

イ
、
ミ
ツ
カ
ド
カ
タ
ビ
ラ
、
フ
ク
レ
ユ
キ
ノ
シ
ノ
、
ザ
ク
ロ
ガ
イ
、

ア
カ
フ
ジ
ツ
ボ
、
ヒ
ヨ
ク
ガ
イ
、
オ
ト
ギ
ク
シ
ノ
ハ
、
ク
チ
ベ
ニ

デ
、
マ
ル
ツ
ノ
ガ
イ
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ボ
タ
ル
、
ツ
キ
ガ
イ
、
ヒ
メ

シ
ャ
ジ
ク
、
タ
マ
ガ
イ
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貝
類
は
、
温
暖

な
浅
海
に
生
息
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
加
久
藤
火
砕
流
堆
積

物
よ
り
下
位
の
層
群
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
東
の
更
新
世

中
期
の
下
末
吉
層
に
対
比
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ス
～
ウ
ル

ム
間
氷
期
の
堆
積
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。(

大
塚
・
西
井
上

一
九
八
〇
） 

 
 

㈢ 

元
峰
、
前
峰
か
ら
花
尾
山
付
近

 

本
町
北
西
部
の
こ
の
一
帯
は
、
鮮
新
世
の
湖

沼
堆
積
物
で
あ
る
永
野
層
が
基
盤
岩
と
な
っ
て

い
る
。
本
層
は
薩
摩
町
永
野
を
模
式
地
と
す
る

地
層
で
、
凝
灰
質
の
砂
岩
、
シ
ル
ト
岩
、
火
山

砕
屑
岩
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
伴
っ
て
い
る
こ
と
、
珪

藻
土
を
含
む
こ
と
、
植
物
化
石
を
豊
富
に
産
出

す
る
こ
と
、
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

 
 
 

永
野
層
下
部
層
は
宇
都
谷
で
二
〇
〇
㍍
の
層

厚
が
あ
り
、
凝
灰
質
シ
ル
ト
岩
か
ら
な
る
。
溝

口
南
部
の
凝
灰
質
砂
岩
の
中
に
著
し
く
変
質
し

た M
u
d
 
b
a
l
l

を
含
ん
で
い
る
。
珪
藻
化
石
の

種
類
な
ど
か
ら
こ
の
地
層
が
堆
積
し
た
の
は
汽

水
性
の
環
境
と
考
え
ら
れ
る
。 
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ま
た
、
吉
田
町
西
部
の
花
尾
山
を
中
心
に
広
く
分
布
し
、
三
重

岳
や
飯
山
、
女
尻
な
ど
で
も
わ
ず
か
に
分
布
す
る
。
本
層
は
凝
灰

質
砂
岩
、
同
シ
ル
ト
岩
か
ら
な
る
湖
沼
堆
積
物
で
ブ
ナ
、
カ
シ
、

ケ
ヤ
キ
な
ど
の
植
物
化
石
、
ス
テ
フ
ァ
ノ
デ
ス
カ
ス
、
メ
ロ
ジ
ラ

な
ど
の
淡
水
に
す
む
珪
藻
化
石
を
産
す
る
。
こ
の
地
層
が
堆
積
し

て
い
た
当
時
は
、
吉
田
町
一
帯
は
大
き
な
湖
が
点
在
し
、
火
山
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

永
野
層
上
部
層
は
、
西
佐
多
浦
か
ら
元
峰
、
前
峰
に
か
け
て
分

布
す
る
。
下
部
層

と
同
じ
く
、
凝
灰

質
砂
岩
、
同
シ
ル

ト
岩
か
ら
な
り
、

植
物
化
石
、
珪
藻

化
石
を
含
む
。
堆

積
環
境
と
し
て
は
、

珪
藻
の
種
類
か
ら

湖
か
流
れ
の
緩
や

か
な
河
川
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

本
町
の
北
西
部

は
永
野
層
下
部
層

を
貫
い
て
花
尾
山
、

雄
岳
、
高
峰
な
ど
五
〇
〇
～
三
〇
〇
㍍
の
山
岳
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
花
尾
山
、
前
峰
、
飯
山
、
三
重
岳
は
安
山
岩
か
ら
な

り
、
こ
れ
ら
は
花
尾
安
山
岩
類
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

こ
の
岩
石
は
濃
灰
色
か
ら
青
灰
色
を
呈
す
る
角
閃
石
含
有
両
輝

石
安
山
岩
で
あ
る
。 

こ
の
付
近
に
は
永
野
層
の
一
部
が
ス
ラ
ン
プ
し
て
お
り
、
ま
た

凝
灰
角
レ
キ
岩
中
に
シ
ル
ト
岩
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

永
野
層
堆
積
時
に
貫
入
・
噴
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

次
に
、
高
峰
、
元
峰
、
雄
岳
、
花
尾
山
山
頂
付
近
、
丸
岡
は
流

紋
岩
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
花
尾
流
紋
岩
類
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

紫
灰
色
か
ら
淡
灰
色
の
黒
雲
母
斜
長
石
流
紋
岩
か
ら
な
る
。 

 

二
、
中
部
地
区 

本
名
川
の
流
域
が
吉
田
町
の
中
部
地
区
と
な
る
。
本
名
川
は
、

花
尾
山
と
三
重
岳
を
水
源
地
と
し
、
流
域
に
分
布
す
る
シ
ラ
ス
台

地
を
侵
食
し
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。 

㈠ 

本
城
付
近 

役
場
の
あ
る
本
城
付
近
は
本
名
川
が
形
成
し
た
沖
積
平
野
と
妻

屋
、
入
戸
火
砕
流
堆
積
物
か
ら
な
る
シ
ラ
ス
台
地
が
発
達
し
て
い

る
。
女
尻
地
区
で
本
名
川
の
流
れ
が
急
勾
配
に
な
り
は
じ
め
る
付

近
で
は
、
凝
灰
質
の
砂
岩
や
シ
ル
ト
岩
が
観
察
で
き
る
。 

こ
れ
は
永
野
層
の
一
部
で
あ
る
。
本
名
川
流
域
に
発
達
す
る
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シ
ラ
ス
台
地
は
、
本
名
地
区
か
ら
本
城
地
区
、
東
佐
多
浦
地
区

方
向
に
向
か
っ
て
、
シ
ラ
ス
の
原
面
が
ゆ
る
や
か
に
低
下
し

て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
本
名
の
谷
上
付
近
の
シ
ラ
ス
原
面
の
高
さ
は
約
二

五
〇
㍍
、
本
城
付
近
で
二
〇
〇
㍍
、
五
反
田
付
近
で
一
五
〇
㍍
と

南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
さ
が
っ
て
い
る
。
な
お
、
南
部
の
大
原
台

地
の
シ
ラ
ス
原
面
は
約
二
三
〇
㍍
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
吉
田
町
内
で
の
シ
ラ
ス
原
面
は
、
本
名
付
近
で
高

く
、
北
に
向
か
っ
て
低
く
な
っ
て
行
く
と
同
時
に
、
南
東
の
大
原

台
地
の
方
向
へ
も
わ
ず
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。 

 
 

㈡ 

二
本
松
付
近 

内
門
か
ら
本
名
小
学
校
へ
行
く
道
路
を
約
一
㌔
㍍
程
行
っ
た
小

橋
を
渡
る
と
右
手
の
竹
林
の
上
に
溶
結
凝
灰
岩
が
あ
る
。
こ
れ
は

加
久
藤
火
砕
流
堆
積
物
が
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。



 

12 

  
 

㈢ 

宇
都
谷
～
都
迫
付
近 

道
路
沿
い
に
は
順
次
層
理
の
発
達
し
た
地
層
が
見
ら
れ
る
。
沖

積
平
野
が
終
わ
る
あ
た
り
は
国
分
層
群
の
蒲
生
層
、
そ
の
上
に
軽

石
の
多
い
小
田
火
砕
流

堆
積
物
、
さ
ら
に
隼
人

層
へ
と
続
く
。

 
 

峠
に
近
い
と
こ
ろ
で

は
、
国
分
層
群
よ
り
古

い
地
層
が
出
て
く
る
。

よ
く
見
る
と
緑
色
に
変

質
し
た
粘
土
質
の
角
レ

キ
の
入
っ
た
地
層
や
シ

ル
ト
岩
か
ら
な
る
地
層

で
あ
る
。
こ
れ
は
鮮
新

世
の
永
野
層
の
下
部
層

で
あ
る
。
本
層
は
宇
都

谷
南
か
ら
都
迫
に
至
る
こ
の
道
路
沿
い
を
模
式
地
と
し
て
分
布
し

て
い
る
。 

 

三
、
南
部
地
区 

南
部
地
区
は
吉
田
町
宮
之
浦
地
区
に
あ
た
る
。
南
に
は
飯
山
、

丸
岡
が
あ
り
、
東
に
は
五
〇
〇
㍍
を
超
え
る
牟
礼
ケ
岡
が
そ
び
え

る
。
こ
れ
ら
を
水
源
と
す
る
流
れ
は
麓
を
侵
食
し
、
石
下
谷
、
倉

谷
、
牟
礼
谷
、
関
屋
谷
を
形
成
し
た
。
こ
こ
を
流
れ
た
水
は
一
つ

に
集
ま
っ
て
棈
木
川
と
な
り
南
流
す
る
。 

宮
之
浦
の
西
方
に
は
大
原
台
地
が
広
が
る
。 

 
 

㈠ 

大
原
台
地 

大
原
の
台
地
は
海
抜
高
度
二
三
〇
㍍
を
も
つ
シ
ラ
ス
台
地
で
あ

る
。
こ
の
シ
ラ
ス
台
地
の
表
面
に
は
層
厚
約
七
㍍
の
テ
フ
ラ
（
火

山
噴
出
物)

が
の
っ
て
い
る
。 

 

表
土
か
ら
一
・
五
㍍
の
と
こ
ろ
に
層
厚
約
○
・
七
㍍
の
オ
レ
ン

ジ
色
を
し
た
テ
フ
ラ
が

あ
る
。
こ
れ
は
今
か
ら

一
万
一
千
年
前
桜
島
火

山
創
生
期
の
こ
ろ
の
噴

出
物
で
〈
サ
ツ
マ
〉
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

下
部
に
軽
石
が
密
集
し

た
部
分
が
あ
り
、
中
ほ

ど
は
さ
ら
さ
ら
し
た
火

山
砂
の
部
分
が
あ
り
、

上
部
に
は
粘
土
質
の
火

山
灰
が
あ
る
。
高
温
の

マ
グ
マ
が
海
水
と
反
応
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し
て
お
こ
る
マ
グ
マ
水
蒸
気
爆
発
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
一
種
の

火
砕
流
堆
積
物
で
あ
る
。
桜
島
に
近
い
吉
野
台
地
で
は
層
厚
が
さ

ら
に
厚
く
な
っ
て
い
る
。 

黒
っ
ぽ
い
表
土
の
す
ぐ
下
に
は
南
の
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
の
噴
出
物

〈
ア
カ
ホ
ヤ
〉
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
が
あ
る
。
今
か
ら
六
千
三
百

年
前
の
噴
出
物
で
あ
る
。
台
地
面
は
仁
風
学
園
付
近
か
ら
県
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
の
方
へ
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。 

 
 

㈡ 

牟
礼
ケ
岡
、
赤
崩 

牟
礼
ケ
岡
、
赤
崩
を
中
心
に
し
た
五
〇
〇
㍍
級
の
山
地
は
牟
礼

ケ
岡
安
山
岩
と
呼
ば
れ
る
火
山
岩
か
ら
で
き
て
い
る
。
こ
の
岩
石

は
板
状
節
理
が
か
な
り
顕
著
に
発
達
し
、
新
鮮
な
部
分
で
は
、
灰

黒
色
玻
璃
質
で
あ
り
、
三
～
四
㍉
の
淡
黄
色
も
し
く
は
白
色
を
呈

す
る
透
明
な
長
石
が
見
ら
れ
る
。
角
閃
石
含
有
両
輝
石
安
山
岩
で

あ
る
。 

牟
礼
ケ
岡
、
赤
崩
の
中
腹
に
は
そ
れ
ぞ
れ
緩
斜
面
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
牟
礼
ケ
岡
団
地
や
県
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
の
二
三
〇
㍍
ぐ
ら
い
の
台
地
面
は
入
戸

火
砕
流
堆
積
物
か
ら
な
る
シ
ラ
ス
台
地
面
で
あ
る
。 

 
 

㈢ 

丸
岡
付
近 

 

吉
田
南
中
学
校
か
ら
中
原
を
通
っ
て
緑
ケ
丘
に
抜
け
る
道
路
が

あ
る
。
こ
の
道
路
沿
い
の
丸
岡
付
近
に
流
紋
岩
の
露
頭
が

あ
る
。
岩
石
は
風
化
し
て
褐
色
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
鮮

な
部
分
は
紫
灰
色
か
ら
青
灰
色
を
呈
す
る
黒
雲
母
斜
長
石

流
紋
岩
で
部
分
的
に
流
理
構
造
を
示
す
。 

 
 
 
 
 

（
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

橋
本
將
司
）

参
考
文
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一
、
吉
田
町
の
気
候
の
特
色 

鹿
児
島
県
の
気
候
の
特
徴
は
、｢

高
温
多
湿
」
と
よ
く
言
わ
れ

て
い
る
。
本
町
の
気
候
も
過
去
の
観
測
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
全
国

各
地
と
比
較
す
る
と
、
鹿
児
島
県
の
特
徴
と
同
じ
く
高
温
多
湿
で

あ
る
こ
と
が
表
１
に
よ
っ
て
よ
く
わ
か
る
。 

吉
田
と
鹿
児
島
を
比
較
し
た
場
合
、
夏
日
（
最
高
気
温
が
二
五

度
Ｃ
以
上
の
日
）
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
冬
日
（
最
低
気

温
が
０
度
Ｃ
以
下
の
日
）
は
吉
田
の
ほ
う
が
二
倍
近
く
も
多
い
事

が
わ
か
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
海
岸
線
か
ら
の
距
離
に
よ
る

違
い
（
鹿
児
島
は
臨
海
部
、
吉
田
は
内
陸
部
に
あ
る
）
と
地
形
的

な
違
い
（
鹿
児
島
は
広
い
平
野
、
吉
田
は
多
く
が
盆
地
で
あ
る
）

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
標
高
の
高
い
吉
田
の
南
部
地

域
で
は
、
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。 

第
２
表
は
、
札
幌
・
東
京
・
鹿
児
島
と
吉
田
の
平
均
気
温
を
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
表
で
は
、
吉
田
の
平
均
気
温
が
八
・

九
・
十
月
で
特
に
高
い
こ
と
。
第
２
表
で
は
、
吉
田
の
夏
は
鹿
児

島
市
と
同
様
に
夏
日
が
多
く
、
冬
の
寒
さ
は
東
京
都
と
大
差
が
無

第
一
節 

気
候
・
風
土 

第
三
章 

気
候
・
風
土
・
生
物 

い
こ
と
。
第
３
表
で
は
、
年
間
平
均
雨
量
が
鹿
児
島
市
と
同
様
に

多
い
事
を
示
し
て
い
る
。 
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 まず，県北の大口と比較してみよう。１月から 6 月，7 月から 9 月ごろまでは

ほぼ同じ値を示している。秋の10月から12月にかけては吉田の方が暖かい。年平

均でも約8℃吉田が上回っている。 

 吉田の資料は，昭和50年4月～52年2月まで吉田北中学校で観測したものの中，

51年度分，他のものは，昭和52年理科年表と同年の鹿児島県気象潮汐表による。

 北に行くにつれて真夏日，夏日が減り，反対に冬日，真冬日が増えていくのが

よくわかる。吉田は鹿児島と似ているが冬日が特に多い。名瀬は，寒さ知らずの

土地らしく冬日，真冬日など全くない。 



 

16 

 

 日降水量 1mm 以上の日というのは何らかの形で雨が降った日である。4 月，5

月～6月にかけての梅雨期には1ヶ月の1/3から2/3の日は雨が降っている。 

 日降水量10mmから30mmになると本格的な雨になる。10mm以上は年間を通じて多

いが30mm以上になるとやはり梅雨期の6月ごろに多くなる。 

 日降水量が50mm，100mmになると大雨から集中豪雨になる。それでも，100mmを

こえる雨は1年間に数回である。 
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二
、
降
霜
、
降
雪
と
農
作
物 

気
温
や
雨
量
・
湿
度
な
ど
は
、
人
間
の
生
活
、
特
に
農
業
生
産

に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
条
件
の
一
つ
で
あ
る
。
初
霜
・

晩
霜
に
よ
っ
て
或
る
種
の
作
物
が
一
朝
に
し
て
収
穫
皆
無
と
い
う

よ
う
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。 

本
町
北
地
区
の
初
霜
・
晩
霜
、
初
～
晩
霜
間
日
数
に
つ
い
て
過

去
の
記
録
が
あ
る
の
で
、
作
つ
け
計
画
や
収
穫
予
想
の
参
考
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

南
地
区
に
お
い
て
は
標
高
が
高
い
の
で
、
北
地
区
に
比
し
降
霜

日
数
が
や
や
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

昭
和
二
年 

 

初
霜 

昭
和
元
年
十
月
二
十
日 

晩
霜 

同 

二
年
三
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

初
～
晩
霜
間
日
数 

一
五
三
日 

昭
和
三
年 

 

初
霜 

昭
和
二
年
十
一
月
二
十
三
日 

晩
霜 

同 

三
年
三
月
二
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

初
～
晩
霜
日
数 

一
三
一
日 

昭
和
四
年 
 

初
霜 

昭
和
三
年
十
一
月
一
日 

晩
霜 

同 

四
年
三
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

初
～
晩
霜
日
数 

一
四
三
日 

次
の
表
は
、
近
年
、
北
地
区
、
本
名
地
区
な
ど
に
つ
い
て
、
降

霜
の
状
況
と
降
雪
（
積
雪
の
状
況
）
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
元
年
度
の
初
～
晩
霜
間
日
数
は
特
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

南
地
区
に
お
い
て

も
、
牟
礼
ケ
岡
地
区

を
除
い
て
は
初
霜
・

晩
霜
と
も
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
は
無
い
よ
う

で
あ
る
が
、
霜
の
強

さ
は
南
地
区
の
方
が

や
や
強
い
よ
う
で
あ

る
。
牟
礼
ケ
岡
地
区

は
標
高
が
高
い
こ
と

か
ら
初
霜
・
晩
霜
日

数
が
少
し
多
く
な
る

よ
う
で
あ
る
。

 

降
雪
日
数
は
町
内

一
円
差
は
な
い
が
積

雪
の
深
さ
は
、
北
地
区
に
比
し
、
南
地
区
の
方
が
や
や
深
い
よ
う

で
あ
る
。 

霜
害
予
防
を
考
え
た
作
つ
け
計
画
が
大
切
で
あ
る
。 
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第
二
節 

生  

物 
 

吉
田
町
は
、
本
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
気
候
も
県
内
他

の
地
域
と
同
じ
く
、
高
温
多
湿
な
の
で
、
動
・
植
物
の
分
布
も
県

内
他
の
地
域
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

集
落
周
辺
に
モ
ウ
ソ
ウ
竹
の
群
落
が
多
く
見
ら
れ
、
山
の
斜
面

を
利
用
し
て
杉
や
檜
な
ど
の
針
葉
樹
が
計
画
的
に
植
栽
さ
れ
、
山

の
尾
根
近
く
に
樟
や
椎
・
樫
な
ど
の
雑
木
林
（
広
葉
樹
林
）
が
多

い
。
終
戦
後
異
常
発
生
し
た
松
食
虫
の
被
害
に
よ
っ
て
、
松
の
木

は
枯
死
し
、
町
内
の
山
に
松
の
木
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

動
物
の
分
布
に
つ
い
て
も
、
県
内
他
の
地
域
と
の
差
異
は
無
い

よ
う
で
あ
る
が
、
最
近
の
強
力
な
農
薬
使
用
の
せ
い
か
戦
前
は
河

川
に
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
「
エ
ビ
」
や
「
シ
ジ
ミ
」
「
ド
ジ
ョ

ウ
」
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
数
少
な
く

な
っ
た
も
の
に
は
「
メ
ダ
カ
」
「
タ
ニ
シ
」
「
ホ
タ
ル
」
な
ど
が
あ

る
。
一
方
で
、
最
近
に
な
っ
て
繁
殖
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
も
の
に
、
猪
や
「
ナ
メ
ク
ジ
」
・
「
カ
タ
ツ
ム
リ
」
類
な
ど

が
あ
る
。
以
前
は
あ
ま
り
聞
か
な
か
っ
た
猪
の
被
害
を
、
最
近
は

集
落
周
辺
の
畑
で
も
多
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

昔
か
ら
日
本
人
は
、
季
節
感
に
敏
感
で
、
四
季
折
々
の
花
鳥
風

月
、
海
幸
山
幸
を
愛
で
な
が
ら
生
活
を
楽
し
ん
で
来
た
が
、
季
節

に
関
係
の
深
い
生
物
を
取
り
上
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

一
、
春
（
三
・
四
・
五
月
）
の
生
物 

お
も
な
植
物 

ナ
の
花
・
タ
ン
ポ
ポ
・
レ
ン
ゲ
・
ス
ミ
レ
・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
・
モ
モ
・
ツ
ツ
ジ
・

サ
ツ
キ
・
フ
ジ
・
レ
ン
ギ
ョ
ウ
・
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
・
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ

（
開
花
）
・
ウ
メ
（
結
実
）
・
ム
ギ
（
出
穂
）
・
イ
ネ
（
種
ま
き
）

お
も
な
動
物 

ガ
ン
（
北
帰
行
）
・
ウ
グ
イ
ス
・
ヒ
バ
リ
（
初
音
）
・
ト
カ
ゲ
類
・

ヘ
ビ
類
・
カ
エ
ル
類
（
出
現
）
・
ツ
バ
メ
（
渡
来
）
・
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ

ウ
・
キ
ア
ゲ
ハ
・
ミ
ツ
バ
チ
（
出
現
） 

 

二
、
夏
（
六
・
七･

八
月
）
の
生
物 

お
も
な
植
物 

シ
ョ
ウ
ブ
・
カ
キ
ツ
バ
タ
・
ア
ジ
サ
イ
・
ク
チ
ナ
シ
・
ド
ク
ダ

ミ
・
タ
チ
ア
オ
イ
（
開
花
）
・
ビ
ワ
・
モ
モ
（
成
熟
）
・
ア
サ
ガ
オ
・

ヒ
ル
ガ
オ
・
カ
ン
ナ
・
ダ
リ
ア
・
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
・
フ
ヨ
ウ
・

ツ
キ
ミ
ソ
ウ
・
オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
・
ヒ
マ
ワ
リ
・
ヒ
ャ
ク
ニ
チ

ソ
ウ
・
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
（
開
花
） 

お
も
な
動
物 

ホ
ト
ト
ギ
ス
・
フ
ク
ロ
ウ
・
ゴ
イ
サ
ギ
・
シ
ラ
サ
ギ
類
・
ホ
タ

ル
類
（
出
現
）
・
ア
ユ
（
解
禁
）
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
・
ヒ
グ
ラ
シ
・
ミ

ン
ミ
ン
ゼ
ミ
・
ク
マ
ゼ
ミ
・
コ
オ
ロ
ギ
類
・
ス
ズ
ム
シ
・
マ
ツ
ム
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シ
・
キ
リ
ギ
リ
ス
（
初
声
）
・
ウ
ス
バ
キ
ト
ン
ボ
・
ア
キ
ア
カ
ネ

（
赤
ト
ン
ボ
）
（
出
現
） 

 
三
、
秋
（
九
・
十
・
十
一
月
）
の
生
物 

お
も
な
植
物 

コ
ス
モ
ス
・
キ
ク
・
ケ
イ
ト
ウ
・
ハ
ゲ
イ
ト
ウ
・
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
・

ク
ズ
・
ハ
ギ
・
モ
ク
セ
イ
（
開
花
）
・
イ
ネ
（
結
実
）
・
ス
ス
キ

(

出
穂)

・
カ
エ
デ
（
紅
葉･
落
葉
）
・
イ
チ
ョ
ウ
（
黄
葉
・
落
葉
）
・

ク
リ
・
シ
イ
（
結
実
）
・
ア
ケ
ビ
・
カ
キ
（
成
熟
）
・
サ
ク
ラ
・
モ

ク
レ
ン
・
ヤ
ナ
ギ
（
落
葉
） 

お
も
な
動
物 

ツ
バ
メ
（
南
帰
行
）
・
カ
モ
類
・
ツ
グ
ミ
（
渡
来
）
・
セ
キ
レ
イ

類
・
モ
ズ
（
出
現
）
・
シ
ラ
サ
ギ
類
（
帰
行
）
・
イ
ノ
シ
シ
（
出
現
）

 

四
、
冬
（
十
二
・
一
・
二
月
）
の
生
物 

お
も
な
植
物 

ス
イ
セ
ン
・
ツ
バ
キ
・
サ
ザ
ン
カ
・
ウ
メ
（
開
花
） 

お
も
な
動
物 

ヒ
ヨ
ド
リ
（
渡
来
）
・
ウ
グ
イ
ス
・
メ
ジ
ロ
（
出
現
）
・
ヘ
ビ
類
・

ト
カ
ゲ
類
・
カ
エ
ル
類
・
イ
シ
ガ
メ
（
冬
眠
） 

吉
田
町
に
生
え
て
い
る
植
物
や
日
常
町
民
の
生
活
に
か
か
わ
り

の
深
い
動
物
に
つ
い
て
、
お
も
な
も
の
を
と
り
あ
げ
た
が
、
町
内

        

 

一
、
人
口
と
世
帯
数
の
推
移 

昭
和
六
十
年
度
の
国
勢
調
査
に
よ
る
本
町
の
人
口
は
、
八
、
三

七
七
人
、
内
男
子
四
、
〇
六
一
人
、
女
子
四
、
三
一
六
人
で
、
世

帯
数
二
、
六
〇
三
戸
、
人
口
密
度
は
一
平
方
㌔
㍍
当
た
り
一
五
四
・

二
四
人
で
、
一
世
帯
構
成
人
員
は
三
・
二
人
と
全
国
平
均
に
近
い

数
値
を
示
し
て
い
る
。 

戦
前
に
比
べ
て
、
戦
後
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
人
口

は
九
、
六
四
〇
人
と
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
旧
軍

人
の
復
員
や
海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
な
ど
の
帰
村
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
が
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
九
、

九
三
二
人
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
減
少
に
転
じ
て
い
る
の
は
、
世
の

中
が
安
定
し
た
こ
と
に
よ
る
都
市
部
へ
の
人
口
の
流
出
や
家
族
計

画
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
代
の
後
半
に
は
七
千

第
四
章  

人
口
と
世
帯
数 

に
分
布
す
る
動
物
・
植
物
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
種
類
が
あ
る

の
で
、
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
巻
末
の
資
料
編
に
収
録
す
る

こ
と
に
し
た
。 

第
一
節 

本
町
の
人
口 
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人
の
大
台
を
割
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
後
、
再
び
緩
や
か
な
上
昇

に
転
じ
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
は
九
千
人
台
を
超
え
る
に
至
っ
た

が
、
こ
の
人
口
増
は
、
本
町
が
五
十
万
都
市
鹿
児
島
の
近
郊
に
位

置
す
る
と
い
う
立
地
条
件
に
基
づ
く
社
会
動
態
に
よ
る
も
の
が
大

き
い
。 

緑
ゆ
た
か
な
田
園
の
町
吉
田
、
教
育
の
町
吉
田
、
出
で
湯
の
里

吉
田
、
更
に
、
牟
礼
ケ
岡
団
地
（
三
井
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）
に
代
表

さ
れ
る
大
規
模
団
地
の
造
成
を
は
じ
め
、
数
々
の
宅
地
造
成
に
よ

る
転
入
世
帯
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
平
成
二
年
十
二
月
二
十
七
日

一
万
人
に
達
し
、
十
二
月
末
現
在
一
万
二
十
二
人
と
な
っ
た
。

 

二
、
人
ロ
の
増
加
率 

吉
田
町
の
人
口
の
増
加
率
は
、
次
表
に
示
す
よ
う
に
、
昭
和
五

十
年
か
ら
五
十
五
年
ま
で
に
七
・
一
％
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
六

十
年
度
ま
で
に
一
二
・
九
％
と
、
め
ざ
ま
し
い
伸
び
率
を
み
せ
て
、

人
口
増
加
市
町
村
十
傑
の
う
ち
国
分
市
に
次
い
で
第
二
位
で

あ
っ
た
。 

平
成
元
年
末
鹿
児
島
県
企
画
部
発
表
の
「
土
地
利
用
転
換
動
向

等
調
書
」
に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
年
か
ら
平
成
元
年
の
四
年
間
の

伸
び
率
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
一
位
で
あ
っ
た

国
分
市
を
抜
い
て
、
県
内
の
ト
ッ
プ
に
お
ど
り
で
た
。 

吉 

田 

町    

一
三
・
六
％ 

国 

分 

市    

一
〇
・
○
％ 

伊
集
院
町      

五
・
七
％ 

姶 
良 

町      

四
・
六
％ 

人
口
総
数
に
お
い
て
も
、
一
万
人
の
大
台
を
超
え
急
増
し
つ
つ

あ
る
。 
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特
に
町
内
で
転
入
者
の
多
い
地
区
は
南
部
に
属
す
る
宮
之
浦
地

区
と
本
名
地
区
で
、
北
部
地
区
は
旧
態
依
然
と
し
て
動
き
が
鈍
い
。

  

一
、
年
齢
別
・
男
女
別
人
口
（
階
層
別
人
口
） 

昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
の
階
層
別
人
口
の
グ
ラ
フ
に
示
さ
れ

た
よ
う
に
本
町
の
人
口
構
成
は
、
男
子
よ
り
女
子
が
多
く
、
男
女

と
も
四
十
代
か
ら
二
十
代
ま
で
や
や
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
、
五
十

代
か
ら
六
十
代
ま
で
ふ
く
ら
み
を
み
せ
て
、
ひ
ょ
う
た
ん
型
に
近

い
つ
ぼ
型
を
な
し
て
い
る
。
五
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
は
、
男
子

八
三
〇
人
、
女
子
一
、
○
〇
四
人
、
合
計
一
、
八
三
四
人
で
全
体

の
約
二
五
％
に
あ
た
り
、
働
き
盛
り
の
中
年
層
（
二
十
五
歳
か
ら

四
十
九
歳
）
は
男
子
一
、
一
六
四
人
・
女
子
一
、
一
六
九
人
で
約

三
一
％
を
占
め
て
い
る
。
老
年
層
の
六
十
五
歳
以
上
が
約
一
五
％

で
あ
り
、
男
子
四
六
七
人
、
女
子
六
四
五
人
で
女
子
の
方
が
一
七

八
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
。 

 

二
、
地
区
別
人
口
・
世
帯
数 

町
内
の
各
地
区
別
に
人
口
・
世
帯
数
の
動
き
を
み
る
と
図
表
に
示

さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
名
地
区
で
は
昭
和
六
十
年
度
の
世
帯
数

は
一
、
〇
一
二
戸
で
、
平
成
二
年
三
月
末
ま
で
に
六
七
戸
伸
び
、
宮

之
浦
地
区
で
は
同
じ
期
間
に
六
四
七
戸
か
ら
団
地
を
合
わ
せ
て
一
、

〇
二
二
戸
へ
と
三
七
五
戸
の
め
ざ
ま
し
い
増
加
を
み
せ
、
鹿
児
島
市

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
途
上
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

第
二
節 

人
口
・
世
帯
数
の
構
成 
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土
地
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
い
て
も
限
ら
れ
た
資
源
で
あ

り
、
生
活
や
生
産
の
た
め
の
基
盤
で
も
あ
る
の
で
、
適
正
か
つ
合

理
的
な
土
地
利
用
を
図
る
こ
と
は
、
地
域
開
発
や
環
境
保
全
な
ど

の
た
め
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
町
の
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済
的
条
件
を
配
慮
し
な

が
ら
合
理
的
・
計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
り
、
「
緑
と
自
然
の
中

に
豊
か
さ
と
住
み
よ
さ
の
あ
る
田
園
の
町
づ
く
り
」
を
基
本
目
標

に
し
て
、
健
全
で
快
適
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。 

そ
の
た
め
自
然
環
境
・
生
活
環
境
の
保
全
・
確
保
、
生
産
基
盤

等
の
整
備
改
善
、
調
和
の
と
れ
た
人
間
居
住
の
総
合
的
形
成
を
図

り
長
期
的
か
つ
広
域
的
視
野
の
も
と
に
、
土
地
有
効
利
用
の
合
理

化
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

特
に
転
換
期
に
あ
る
農
業
の
活
路
を
見
い
だ
す
た
め
、
水
田
の

基
盤
整
備
や
、
本
町
に
多
い
山
林
の
有
効
利
用
と
健
全
な
森
林
資

源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
農
道
・
林
道
の
整
備
や
、
治
山
施

設
の
整
備
、
保
安
林
の
保
護
対
策
な
ど
を
推
進
し
、
み
ど
り
の
保

全
と
自
然
保
護
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。 

第
一
節 

 

土
地
の
利
用 

第
五
章 

自
然
の
利
用 

  

水
は
生
活
を
営
む
上
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
、
近
年

に
お
け
る
生
活
水
準
の
向
上
、
或
い
は
人
口
増
が
予
想
さ
れ
る
本

町
で
は
水
の
需
要
が
増
大
す
る
の
で
、
水
資
源
の
確
保
と
安
定
供

給
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。 

 

一
、
生
活
用
水 

生
活
用
水
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
地
下
水
に
頼
っ
て

い
る
現
状
で
あ
る
が
、
今
後
生
活
用
水
は
、
地
下
水
の
利
用
と
河

川
表
流
水
、
湧
水
の
有
効
利
用
を
図
り
な
が
ら
、
簡
易
水
道
の
整

備
拡
充
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

本
町
の
簡
易
水
道
は
、
町
営
簡
易
水
道
が
五
地
区
で
、
創
設
当

時
は
、
北
部
地
区
の
河
川
表
流
水
を
除
き
、
す
べ
て
湧
水
を
水
源

と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
住
民
の
生
活
様
式
の
変
化
と
生
活
水
準

の
向
上
に
伴
い
、
使
用
水
量
が
著
し
く
増
加
す
る
と
と
も
に
湧
水

量
の
減
少
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
使
用
水
量
の
大
半
を
地
下
水
に

依
存
し
て
い
る
。 

ま
た
、
町
営
簡
易
水
道
施
設
の
ほ
か
に
牟
礼
ケ
岡
簡
易
水
道
が

あ
り
、
規
模
も
大
き
く
、
水
源
は
地
下
水
で
三
カ
所
の
深
井
戸
か

ら
取
水
し
、
牟
礼
ケ
岡
団
地
お
よ
び
周
辺
の
集
落
に
も
給
水
し
て

い
る
。 

第
二
節 

水
の
利
用 
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二
、
農
業
用
水 

農
業
用
水
に
は
、
主
に
河
川
表
流
水
が
使
わ
れ
、
山
間
の
水
田

等
で
は
湧
水
に
頼
っ
て
い
る
場
所
も
あ
る
。
本
町
は
地
形
的
に
起

伏
が
激
し
く
、
ま
た
、
大
型
河
川
も
な
い
の
で
、
流
水
量
も
乏
し

く
、
生
活
用
水
取
水
と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、
水
資
源
の
確
保
に

つ
い
て
は
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。 

農
業
用
水
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
東
・
西
佐
多
浦
の
小
野
田
用

水
の
よ
う
に
、
井
堰
・
水
門
等
の
設
備
が
完
備
し
た
所
も
あ
る
が
、

大
半
が
素
掘
り
の
土
水
路
で
あ
り
漏
水
が
多
く
、
利
用
効
率
の
悪

い
所
が
多
い
。 

農
業
用
水
に
つ
い
て
は
増
大
す
る
水
の
需
要
、
並
び
に
干
ば
つ

等
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
川
床
・
井
堰
・
用
水
路
等
の
整
備
を
図

り
、
効
率
的
利
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
下
水
利
用
や
溜
め
池

等
の
設
置
も
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

畑
地
に
つ
い
て
は
、
灌
漑
用
水
施
設
が
な
い
た
め
、
自
然
現
象

に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
施
設
園
芸
に
は
一
部
地
下
水
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。 

 

三
、
工
業
用
水 

町
内
に
は
多
量
に
水
を
利
用
す
る
よ
う
な
大
規
模
の
工
場
は
無

い
が
、
農
業
用
水
お
よ
び
生
活
用
水
等
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

限
り
あ
る
水
資
源
の
有
効
利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
水
の
利
用
に
つ
い
て
の
今
後
の
課
題 

県
都
鹿
児
島
市
に
隣
接
す
る
本
町
で
は
、
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
最
近
人
口
増
加
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
生
活
様
式
の
近

代
化
や
多
様
化
に
よ
る
生
活
用
水
需
要
が
更
に
高
ま
る
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
総
合
的
な
水
資

源
の
開
発
を
進
め
、
人
口
集
中
地
区
を
中
心
と
し
て
、
上
水
道
事

業
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
本
町
の
既
設
の
水

道
の
う
ち
、
宮
之
浦
地
区
を
除
き
、
各
地
区
と
も
事
業
創
設
時
に

埋
設
し
た
ま
ま
の
施
設
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
年
次
的

に
給
水
管
敷
設
替
え
を
計
画
し
実
施
中
で
あ
る
。 

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

家
庭
や
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
汚
水
や
雑
排
水
は
、
自
然
流

下
に
ま
か
せ
て
い
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
都
市
化
の
傾
向
や
住

宅
団
地
の
建
設
な
ど
に
伴
っ
て
生
活
汚
水
は
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
、
そ
の
た
め
に
河
川
の
水
質
汚
濁
や
衛
生
環
境
の
悪
化
が
だ

ん
だ
ん
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
従
っ
て
、
下
水
道
の
整
備
は
、
快
適

で
衛
生
的
な
居
住
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
も
、
今
後
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。 

以
上
で
主
な
自
然
の
利
用
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
本
町
の

緑
豊
か
な
自
然
は
生
産
に
役
立
て
る
だ
け
で
な
く
、
森
林
浴
や
遊

歩
道
な
ど
に
利
用
し
、
美
し
い
景
観
と
空
気
は
、
町
民
の
精
神
的

な
安
ら
ぎ
と
健
康
増
進
に
役
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


